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要  旨 

 

2012 年中進国化したタイ。経済成長も勢いに乗り、新たな消費社会の到来を迎えた。

人間の便利さを求めた開発の先に見えたのは深刻な環境悪化であった。「地球温暖化」

という言葉がいつの間にか地球共通の単語となり、その影響は確実に我々人類のもとま

で訪れている。明らかな気候変動により世界で起きた大規模自然災害は日々メディアを

通して我々に届く。画面越しに見る世界は、遠い国で起こっている事ではなく、実は

我々のすぐそばまでやってきているのである。2011 年に起きた自然災害は世界全体で

820 件、死亡者は 2 万 7,000 人にも上り、経済損失は 3,800 億ドルに達している[温暖化

新聞 2012]。2011 年 3 月、世界に衝撃を与えた大津波、まさかと思う光景が日本東北地

方を襲い、一瞬にして多くの尊い人の命を奪った。水が海を越え家を、学校を、そして

1 万 5,840 名もの命を連れ去っていったあのすさまじい光景は誰しもの頭に焼き付いて

いる。大きな悲しみに包まれた日本に世界中からエールが届いた。中でも東南アジアに

位置し、長年日本と友好関係を築いているタイからは 1,500 万円もの寄付金が届いた。

その背景には、多くの国民個人レベルでの支援活動が存在する。同年、今度はタイが大

規模洪水に見舞われた。例年と異なる豪雨の訪れは、ダムや河川を氾濫させ、長期間に

わたって多くの人が水の中での生活を余儀なくされた。 

2011 年に起きた自然災害のうち実に 91％が気象に関するものである[温暖化新聞

2012]。気象に影響をもたらす、温暖化や気候変動の原因はどこにあるのか。それは

我々人間が作り出してしまった現実ではないだろうか。我々人類が開発を続けることは、

環境を壊し、環境の中にいる命を消し去ることなのか。しかし、本来人間とは環境の中

で生まれ、環境の恵みで命を育み、最後は自然のもとへと帰っていく、地球に生きる命

の一つであったはずである。その証拠に、我々の文化の中には自然や環境から生まれた

思想が存在し、その文化の中には人間の心を豊かにするアートや遊びの要素が含まれて

いる。我々は人間の本質を思い出し、環境と共存するための新たな開発の形を探してい

かなければならない。 

環境問題を目の当たりにし、新たな開発を考える中で、まず考えなければならないの

は、環境破壊に加担せず、環境と共存している命にまっさきに被害が及んでいることで

ある。と言うことは、環境破壊に加担している我々に被害が届くときは、事態はすでに

手遅れになってしまう可能性がある。この問題への対策は急速に進めなければならず、

また地球規模で、協力する必要がある。 

21 世紀に入り、日本とタイは一層親密な友好関係を築いている。ASEAN+3 形成にあ

たり、積極的なタイへの援助は、今までの援助概念を超え、新たな協力関係を築いてい

る。また、タイと日本がパートナーシップを組むことは、近い将来第三国援助として、

周辺地域国の安全保障、平和・安全にも寄与することとなるであろう[JICA2003]。また

タイが住民参加の環境対策に成功することは、それを世界に普及することも可能になる

ということである。 

本研究成果報告では、中進国となったタイが今後世界とかかわる中で、世界規模で取り

組まなければならない環境政策に対してどのような取り組みを行っているか。また、人

間にとって最も身近な「ゴミ」を取り上げ、タイで行っているゴミ削減活動や政府政策、

日本が行うタイへの環境対策への援助を紹介。また、筆者が 2010 年 3 月から 2 年 3 カ

月間、青年海外協力隊員として活動し行った、タイにおける地域住民参加型の環境教育

活動並びに、現場レベルで行えるゴミ削減への取り組み、分別意識向上に、アートや遊 
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びを活用した事例、効果を分析した成果を紹介する。そして、タイでの活動経験を通し

て学んだ、東北タイの人々の環境との共存方法、環境から育むタイらしさ、タイのココ

ロに注目し、我々が迎える新時代に適したこれからの国際協力を考える。 
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